























学位授与の日付 昭和 39 年 10 月 27 日














ナーボックスがティーチ γ グマ ν ンの源流をなしていること，スキナーのティーチングマν ン第 1 号，
















第 7 章「プログラミングの原則と手続きJ では，プログラム学習の本質はプログラムにあり，その
構成原理と操作手続きの妥当性をいかにして確保すべきかの見地から今までに提案された諸家の方式
が検討された。








第 9 章「算数・数学科におけるプログラム学習の効果測定とその分析」で、は，小学校 2 年生から中






40 から 0.67 にわたっている D
4) 所要時間には倍以上の聞きがある。
5) 従来の学力段階の上位のもの程プログラム学習中の正答率および終末の基準テストの正答率は
よい。しかし，その相関係数は 0.3 ，.....，， 0.4 の間で，従来の一斉指導で養成された学力との関連性は決
して高いとはいえない。
6) 知能指教や知能偏差値の上位のもの程，プログラム学習中の正答率および終末の基準テストの
正答率はよい。その相関係数は， O. 17,.....,,0. 75 (プログラム学習中の正答率)および， O. 33 ,.....,, 0. 82 (終
末の基準テストの正答率)である。

















本論文の主題は，プログラム学習 (programrned learning) と呼ばれている学習過程の理論とそ





19 世紀未に行われた H. Ebbinghaus の無意味綴による記憶と忘却についての実験的研究，および
E. L. Thorndike の puzzle box による動物の試行錯誤についての実験的研究により，それぞれ学習












言論界に賛否両論の渦をまきおこした口それは，このプログラム学習がいわゆる teaching rnachine 























にされ，その動物実験に使用されたいわゆる Skinner box が teaching machine 原型であることが
明らかにされたD
なお本章において， Skinner のそれとは別系統の N. Crowder の ingrinsic programming の技
法が紹介され，両者の比較が試みられ，さらに電子計算機と連動した最近の teachingmachine に至




第 4 章「プログラム学習と強化」では，まず学習における強化 (rarnforcement) の概念が検討さ
れた後，プログラム学習における強化，特に直後の強化の重要性が強調された。




















答率はよい。その相関係数は， 0.17 ,-...,0.76 Cプログラム学習中の正答率の場合)，および 0.33--0.82:
(終末基準テストの正答率の場合)である。








第11章 「プログラム学習とそのプログラムの評価」においては，アメリカの N.E. A. CNational 





第12章「まとめと展望 j では，第 1 章から第11章までの簡単な要約が行なわれ，プログラム学習の
発展が教育界の将来に大きな革新をもたらすであろうとの展望が行なわれている。
(3) 本論文のの学術的価値
以上述べてきたところにより，本論文の学術的価値はおのずから明らかであると思うが改めて記す
ならば，
第一に，本論文は，プログラム学習に関する諸問題を総合的に解説し，総合的に批判した論文とし
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ては，わが国における最初のきわめてすぐれた論文で、あるということができる。本論文の作成に必要
と思われる文献は，ほとんど余すところなく渉猟し，論述は懇切にしてしかも要をつくし，諸学者の
見解が誤りなく紹介されている。プログラム学習に関する解説書としてみてもわが国における最高の
ものである口
第二に，算数・数学科におけるプログラム学習の効果測定は， Skinner の学習理論についての十分
な理解のもとに周到に計画立案されたもので，プログラム学習の本筋を踏んでの実験的研究として，
わが国のプログラム学習研究の貴重な見本であると共に，この領域でのわが国における最もすぐれた
業績でもある。本論文が発表されるならば，わが国におけるプログラム学習の研究と利用とは，よい
意味において大いに促進されることになるであろう口
かように本論文は，きわめて高い学術的価値を持つものであるが，純粋に学術的な科学論文として
教育心理学あるいは心理学の専門家から見た場合，やや過剰の記法・余文の記述と思われる部分が無
いでもない。なお，教育学の視点からいえば，現代の教授・学習指導の全体系の中にプログラム学習
を位置づけ，その革新的意義ならびに教育上の限界についての考察がなされたならば，この論文の価
値はさらに高いものになったと思われる。しかしそれらの部分がプログラム学習そのものの究明を企
てた本論文の学術的価値を本質的に傷つけるものでないことは言うまでもない。
以上に報告したようにわれわれは本論文の内容を慎重に検討した結果，本論文がすぐれた学術的価
値を有するものであることを認め，文学博士の学位請求論文として十分その価値を有するものである
と判定した次第で、ある。
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